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あなたと町を結ぶ広報

2014 DECEMBER

平成26年12月  No.587
毎月1回1日発行

今月の表紙 

祝　第42回浪江町功労者表彰式（11月３日　二本松御苑）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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町長あいさつ
浪江町功労者表彰式
祝 成人式
まちは今
双葉郡北部の復興拠点として
みんなでともに乗り越えよう
いつかためになる法律知識
保健だより
双葉郡児童作文コンクール入賞
浪江町復興支援員通信・まちの話題
みんなの図書館・情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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第第42回浪江町功労者表彰式回浪江町功労者表彰式
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町長から のメ ッ セ ー ジ
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第42回浪江町功労者表彰式
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と　き 2015年1月11日（日）
安達文化ホール
受付10時　開式11時

ところ祝 成人式
成人式を迎える皆さん、おめでとうございます。

成人式は、大人として社会的責任を負う節目を記念する大切なときです。

町は、皆さんの将来の活躍を期待し、祝福します。

問　教育委員会事務局生涯学習係　　　0243（62）0304TEL
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完成した棚塩地区北部の消波ブロック

棚塩地区、請戸中浜地区、浪江中浜地区の３つの海岸では、県による復旧事業が行われてい

ます。このうち、棚塩地区の北部の消波ブロック復旧工事が10月に完了しました。その他の地

区では、工事に向けて現在、調査・測量・設計を実施中です。また、請戸川と高瀬川の復旧工

事についても、同様に調査・測量・設計が進められています。

町内の除染は、国の「特別地域内除染実施計

画（浪江町）」に基づいて進められています。平

成26年９月末現在の進捗は以下のようになって

います。

【平成26年９月末現在の進捗】

●除染実施対象面積：約3,300ヘクタール

●仮 置 場：約３割確保済み

●同意取得：約５割

●実 施 率：

宅地 農地 森林 道路

実施率　5% 実施率　5% 実施率　8% 実施率　9%

詳細は環境省の専用ホームページへ：http://josen.env.go.jp/area/details/namie.html

起工式での鍬入れ

����������	
��
���

整備が一部完了した棚塩第二仮置場 請戸仮置場：完成間近（左）と整備一部完了後（右）の様子

マリンパークなみえ敷地内で仮設焼却施設の建設が

始まりました。この施設では、災害廃棄物や除染廃棄

物のうち、可燃物を焼却して減容化します。平成27年

７月に稼働を開始する予定で、１日の処理能力は約

300トン。平成29年4月末までに約16.3万トンの処理を

完了することを目指しています。10月29日に起工式が

行われ、馬場浪江町長、小黒町議会議長のほか、福山

環境政務官らが参加しました。

詳細は環境省の専用ホームページへ：http://shiteihaiki.env.go.jp/initiatives_fukushima/waste_disposal/namie/

町内の災害廃棄物等は28.9万トンと推定されてい

ます。このたび、家の片づけごみや廃家電を保管す

る棚塩第二仮置場、および津波がれきや解体した被

災家屋・被災車両を搬入する請戸仮置場の一部がそ

れぞれ完成し、10月から供用が始まりました。

起工式での鍬入れ起工式での鍬入れ起工式での鍬入れ

杭打ち作業の現場

仮　置　場 面　積 対　　象 搬入開始時期

棚塩第一
（マリンパーク仮々置場）

約 1.5ha 家の片づけごみ、廃家電
平成25年４月～
（順次、棚塩第二仮置場へ移動中）

棚塩第二 約 9.7ha 家の片づけごみ、廃家電
平成26年10月～
一部供用開始

請　　戸 約14.8ha
津波がれき、被災車両、
被災家屋解体廃棄物等

平成26年10月～
一部供用開始
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＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

　復興推進課情報統計係　　0243（62）4731
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平成26年３月に策定した「浪江町復興まちづくり計画」では、町の復興拠点の考え方を示すとと

もに、「双葉郡北部の復興拠点を担う」ことを目標のひとつに掲げています。町はその目標に基づい

て、浜通りの復興のために浪江町が貢献できることは何かを考え、町が目指す姿を具体的に検討す

るための資料を作成し、このたび町ホームページ上で公開しました。

この資料「浜通りの再生に向けた浪江町のあり方～双葉郡北部の復興拠点～」で示された検討
案は、以下の考え方を基本としています。

● 浪江町のことだけを考えていては真の復興は成り立たない 

● 双葉郡、浜通りは複数の自治体が支え合う中で地域が形成されていた 

● 復興のためにそれぞれの自治体の強みを生かした役割分担が必要である

そのなかで、浪江町には以下のような利点があります。

①（福島第一原子力発電所に）近くて比較的広い土地がある

② 物流・人流を多角化するインフラがある

③ 豊富な自然資源と産業基盤がある

具体的には、国の「イノベーション・コースト構想」＊に沿った形で、これら浪江町の強みを再整

理し、地域全体の中での浪江町のあり方を考えました。この案に示したような産業や施設を誘致し

て、町の復興拠点と融合させることを目指すものです。

今後、国・県・市町村ほか関係諸機関において検討が進んでいきますが、浪江町としてもこの検

討案に基づき、積極的に関与していきます。

＊イノベーション・コースト構想とは、平成26年６月に国がとりまとめた「福島・国際研究産業都市構想」

のこと。浜通りの産業再構築を目指すためのいくつかの主要プロジェクトが示されています。

資料の全文は町ホームページからダウンロードできます

　www.town.namie.fukushima.jp/site/shinsai/8534.html

町が目指す姿の具体的な検討を開始しました

～双葉郡北部の復興拠点として～

浜通りの再生に向けた
浪江町のあり方

～双葉郡北部の復興拠点～

平成26年10月

浪江町
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いつかためになる

法 律 知 識

弁護士　井上　航井上　航

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの解説と、
日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応するための

予備知識をお伝えしていくコーナーです。

Vol.14
個人情報の
保護と活用
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みんなでともに
乗り越えよう
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左上から：瀧リリカさん（４年）、瀧美優さん（６年）、久米田滉斗くん（５年）

左下から：佐藤穂乃香さん（２年）、瀬尾悠月さん（１年）、今野笑瑠捺さん（３年）

ＬＥＤ工作教室の作品をクリスマスツリーに飾りました。

今年も各所に飾る予定です。
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双葉郡　　
　児童作文
コンクール

双葉郡　　
　児童作文
コンクール

浪江小学校は、ここ二本松市下川崎で再開して４シーズン
目を迎えました。今年は新入生が２名入学、さらに津島小学
校も再開し、新たなスタートを切りました。
２校では総合的な学習の時間を活用して「ふるさとなみえ

科」を立ち上げ、浪江町のよさを学ぶ機会を充実させていま
す。今年度は「請戸の安波祭」について調べ、「なみえ子ど
も新聞」にまとめたり、仮設住宅を訪問して浪江の方とつな
がる活動をしたりしています。また、なみえ焼麺子ども太使
としてB－1グランプリにも参加しました。そして、11月に
は十日市祭で、新しい和太鼓の曲を発表する予定です。
今回、双葉郡児童作文コンクールに出品された各学年１点

の作品すべてが、特選、準特選に入賞しました。子どもたち
の家庭生活や学校生活の中で体験・感動したことが、素直な
言葉で表現されていますのでご紹介します。
＊今回は、1年生から３年生の作品をご紹介します。

浪江小学校　 024（567）3970
津島小学校　 024（567）6860
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浪江町
復興支援員通信

個別訪問の状況

　浪江町は、町で委嘱した【浪江町復興支援員】計30名を全国10府県
に配置し、全国に避難している浪江町民の想いに寄り添った形のサ
ポート活動を行っています。浪江町民一人ひとりと向き合い、不安や
悩み、浪江町への想いなどに耳を傾け、一人ひとりの暮らしの再建に
向け『どこに住んでいても浪江町民』を合言葉に、活動しています。
　今回は、山形県駐在の浪江町復興支援員（担当エリア：山形県、秋
田県）の活動状況を紹介します。

伺った話の内容（一部）
●今後の生活の拠点をどこに構
　えるか悩んでいる
●浪江町の状況は？
　（町の状況・除染等）
●通院の回数や薬の量が以前よ
　り増えた
●浪江町ADR集団申立てについ
　て現状を知りたい

　生活支援課 避難生活支援係　　0243（62）0305

山形県駐在編

月 訪問件数 訪 問 地 区
8月 23件 山形県（尾花沢・東根・天童・寒河江・山形市／山辺町）

9月 17件 秋田県（秋田・大館・北秋田・横手・湯沢市／小坂・美郷町）

秋田県（由利本荘・にかほ市）10月 18件
山形県（酒田・鶴岡市／庄内・三川町 他）

11月 ー 件 山形県（置賜・村山地域）※予定

12月 ー 件 山形県（村山地域）※予定

交流会開催状況

交流会
の様子

情報発信

浪江町役場ホームページ
 ★浪江町復興支援員のページ★より
  コスモス通信・ブログを
   ご覧いただけます！

浪江町役場ホームページ
 ★浪江町復興支援員のページ★より
  コスモス通信・ブログを
   ご覧いただけます！

浪江町役場ホームページ
 ★浪江町復興支援員のページ★より
  コスモス通信・ブログを
   ご覧いただけます！

月 交 流 会 名
5月 浜通り交流会～上映会「浪江町の昭和 30年代の風景」～

6月 双葉郡交流会～一品持ち寄りランチ会～
7月 第２回集まろう会～漬物講座＆お茶会～

9月 大堀相馬焼陶芸教室～絵付け体験～

10月 秋の芋煮まつり＆落語で笑おう会

浪
江
町
山
形
県
駐
在
復
興
支

援
員
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
★

小
松
原

小
松
原

渡
邊
渡
邊

佐
藤
佐
藤

�����������	
��
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浪江町役場ホームページ
 ★浪江町復興支援員のページ★より
  コスモス通信・ブログを
   ご覧いただけます！

浪江町役場ホームページ
 ★浪江町復興支援員のページ★より
  コスモス通信・ブログを
   ご覧いただけます！

小
松
原

渡
邊

佐
藤

双葉郡児童作文コンクール
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川添芸能保存会は、伝統芸能を取り戻すことにより、人と人、

地域と人を蘇生させ、浪江町の「復興祈願」として川添神楽に新

たな息を吹き込み、町民の思いを繋ごうという熱い思いを持った

仲間が全国各地から集まり、明日への「希望」を胸に川添神楽の

伝統芸能を継承するため、活動を再開しました（活動は、二本松

市内を中心に月１回程度行う予定です）。

また、平成27年元旦、国玉神社宮司様、川添両区長様のご協力

を得て、思い新たに活動を再開した川添芸能保存会の獅子舞を一

部の仮設住宅で披露しますので、ぜひご覧ください。

〈お問い合わせ先〉川添芸能保存会　石澤孝行　 090（1063）2500

みなさまから役場二本松事務所へ
義援金をお届けいただきました。

10月10日、埼玉県毛呂山町様

11月10日、
千葉県多古町多古第一小学校ＰＴＡ有志様

10月24日、歌舞音楽集団荒野座様

10月29日、静岡県避難者支援実行委員会様

優　勝　佐々木保彦
準優勝　佐藤　正芳
第３位　田尻仁一郎
第４位　黒崎　　馨
第５位　宮崎　義征

男性の部

優　勝　谷田　温子
準優勝　佐藤　ミヨ
第３位　松本　テル
第４位　鈴木千恵子
第５位　鈴木　静子

女性の部

浪江町長杯グラウンドゴルフ大会

「浪江町長杯グラウンドゴルフ大会」は10月21日、二本松市の城山総合グ
ラウンドで開催され、町民62名が参加しました。グラウンドはきれいな紅葉
に囲まれ、町民同士グラウンドゴルフを通して楽
しいひと時を過ごしました。

優　勝　梅津　義雄
準優勝　渡部　武政
第３位　橋本　弌雄
第４位　高野　　登
第５位　志賀　真芳

男性の部

優　勝　吉田美智子
準優勝　竹村　艶子
第３位　竹村　益子
第４位　佐々木理子
第５位　青木　春子

女性の部

浪江町長杯秋季パークゴルフ大会

「浪江町長杯秋季パークゴルフ大会」は10月25日、二本松市の日山パーク
ゴルフ場で開催され、町民80名が参加しました。

５月に開かれた春季大会に続き今年２回目の開催
となり、町民は心地よい汗をかきながらパークゴ
ルフを楽しみました。

　　　～　　　～ ～　　　～ ～

�����������	
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

浪江中学校の文化祭「秋桜祭」が10月18日、二本松市内

の同校校舎で行われました。

今年のスローガンは「Revolution～呼び覚ませ！∞（無限

大）の力～」。ＹＯＳＡＫＯＩ-ソーランや合唱、くす玉割りな

どが披露され、来場者からは大きな拍手が送られました。

第１回市町村対抗福島県ソフトボール大会は10月18日、相

馬市の相馬光陽ソフトボール場で開会式があり、計４日にわ

たり熱戦が繰り広げられました。浪江町は10月18日、泉崎村

に９－４で勝利しましたが、翌日の２回戦では惜しくも塙町

に２－１で敗れました。

11月５日、役場二本松事務所で田中滿さんへ叙勲伝達式が

行われました。

田中さんは、昭和32年５月から４期16年にわたって町議会

議員を務められ、特に平成５年から４年間議長として議会の

円滑な運営に尽力されました。その功績により「旭日単光

章」を授章されたものです。

10月24日、相馬市大野台第８応急仮設住宅で自治会主催の

「なみえ復興祭2014秋」が開かれました。

当日は天候にも恵まれ、馬場町長との懇談をはじめ、集会

所前のステージではマジックショーやアーティストの皆さん

によるライブ、ダンスパフォーマンス、抽選会などのイベン

トが催されました。また、出店には「なみえ焼そば」や同仮

設にお住まいの町民の皆さんが作った栗おこわや豚汁、ラス

ク、クラフト会の皆さんによる手作りの編みぐるみやカゴな

ど多くの手芸品が並びました。

会場には相馬市周辺にお住まいの方なども来場し、多くの人

たちで賑わいました。最後は、同仮設へ物資のご支援をいただ

いている熊本県の大嶌屋さんから、来場者の皆さんにリンゴや

みかんが配られ、復興祭は大盛況のうちに幕を閉じました。

全校合唱

くす玉割り

　　　～ ～
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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■
九
死
に
一
生
を
得
た
あ
の
日

請
戸
に
住
み
、
15
歳
の
時
か
ら
漁

に
出
て
い
ま
し
た
。
浪
江
で
一
番
の

思
い
出
は
、
漁
業
の
仲
間
た
ち
と
年

1
回
、
家
族
旅
行
を
楽
し
ん
だ
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
一
番
若
か
っ
た
仲

間
は
震
災
の
犠
牲
に
な
り
、
未
だ
に

ご
遺
体
も
見
つ
か
ら
な
い
。
な
ん
と

も
や
り
き
れ
な
い
思
い
が
し
ま
す
。

震
災
当
日
は
、
私
も
九
死
に
一
生

を
得
ま
し
た
。
保
育
園
と
小
学
校
に

通
っ
て
い
る
孫
た
ち
の
無
事
を
確
か

め
た
後
、
家
内
と
一
緒
に
い
っ
た
ん

は
車
で
逃
げ
た
け
れ
ど
、「
津
波
の
高

さ
は
６
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
放
送
を

聞
き
、
油
断
し
て
自
宅
近
く
に
戻
っ

た
時
、
津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

黒
い
壁
の
よ
う
な
波
が
押
し
寄
せ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
か
助
か
っ
た
の
は
、
請
戸
川

の
岸
に
建
っ
て
い
た
二
階
家
の
屋
根

に
上
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。
救
助

隊
に
助
け
出
さ
れ
た
の
は
そ
の
日
の

夜
で
、
30
分
遅
か
っ
た
ら
命
が
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
目
の
前
で
流
さ
れ

て
い
っ
た
人
も
い
て
、
そ
の
こ
と
を

思
い
出
す
の
が
一
番
辛
い
で
す
。

避
難
先
の
い
わ
き
市
で
家
族
と
再

会
し
た
の
は
５
日
後
の
３
月
16
日
。

家
内
は
私
の
死
を
覚
悟
し
て
い
た
し
、

私
も
家
内
は
助
か
ら
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
心

底
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長

女
の
住
む
茨
城
県
古
河
市
で
2
年
ほ

ど
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
仮
設
住
宅
の

申
込
み
に
当
選
し
た
の
を
機
に
南
相

馬
市
に
移
り
、
今
年
の
８
月
か
ら
は

南
相
馬
市
原
町
区
の
借
上
げ
ア
パ
ー

ト
に
住
ん
で
い
ま
す
。

■
風
評
被
害
の
払
拭
に
向
け
て

南
相
馬
市
に
移
転
し
た
の
は
、
浪

江
に
少
し
で
も
近
い
と
こ
ろ
に
住

み
、
体
が
動
く
か
ぎ
り
は
漁
師
と
し

て
暮
ら
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
け

れ
ど
原
発
の
汚
染
水
問
題
の
影
響
も

あ
っ
て
風
評
被
害
が
ひ
ど
く
、
漁
業

再
開
の
め
ど
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

漁
師
仲
間
と
時
々
会
っ
て
話
を
し
ま
す

が
、
み
ん
な
本
当
に
悔
し
い
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

明
日
、
小
名
浜
の
魚
市
場
で
風
評

被
害
を
払
拭
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
ん
で
す
（
11
月
９
日
に
開
催

さ
れ
た
「
い
わ
き
魚
ま
つ
り
」
）。
試

験
操
業
で
獲
っ
た
魚
を
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
を
し
て
「
安
全
で
す
」
と

分
か
っ
て
も
ら
っ
た
上
で
皆
さ
ん
に

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
。
こ
う
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
を
福
島
県
だ
け
で
な
く
、

全
国
で
開
い
て
ほ
し
い
で
す
。
全
国

の
漁
協
が
協
力
し
、
国
が
予
算
を
付

け
る
と
い
っ
た
仕
組
み
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
漁
業
関
係
者
も

今
以
上
に
勉
強
し
て
、
安
全
性
を
き

ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
最
大
の
課
題
は

風
評
被
害
の
払
拭
で
す
。

請
戸
は
、
江
戸
時
代
か
ら
漁
業
で

栄
え
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

故
郷
に
将
来
、
若
者
が
帰
っ
て
来
て

く
れ
た
時
、
何
も
な
い
町
で
は
困
る
。

漁
業
を
や
り
た
い
若
者
が
い
た
ら
漁

師
と
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
私

た
ち
に
は
伝
統
を
残
し
、
下
地
を

作
っ
て
お
く
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
浪
江
に
戻
り
た
い

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

復
興
住
宅
や
生
活
環
境
の
整
備
も
進

め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▲原ノ町駅近くの市立図書館の庭にて

３代続く漁業家で、震災前はほっき貝を漁獲してい
た五十嵐英明さん（66歳）。現在は奥さまと２人、南
相馬市の借上げアパートで暮らしています。漁業が再
開できない現状に悔しさをにじませつつ、「町が復興
し、若い世代が漁業の伝統を引き継いでくれる未来」
を見据えた取り組みが必要と話してくれました。

五十嵐英明さん（請戸）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　中島
取材日：11月８日

漁師として生き、
請戸の漁業の伝統を若者に伝えたい

福島県

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

「浪江のこころ通信／第42号」への
感想をお寄せください。

● 第42号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から３年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218
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▲博美さんと綾ちゃんと一緒に

再取材シリーズ

翔
は
、
山
形
の
高
校
に
進
学
し
、

野
球
部
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
目
指
し
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
今
頃
は
、

ど
こ
の
高
校
を
選
ぶ
か
と
て
も
悩
み

ま
し
た
。
元
々
、
３
年
を
目
安
に
福

島
に
戻
る
と
話
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
選
択
肢
に
福
島
も
あ
る
、
で
も

こ
こ
に
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
過

ご
し
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
遠
征
先
の
い
わ
き
で
、
ス
ポ

少
時
代
ず
っ
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん

で
い
た
友
達
と
対
戦
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
相
手
の
チ
ー
ム
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し
て
頑
張
っ

て
い
る
彼
の
姿
を
見
て
、
自
分
も
山

形
で
頑
張
る
覚
悟
を
決
め
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
浪
江
で
積
み
上
げ
た

も
の
を
無
く
し
て
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
い
う
の
は
、
子
ど
も
な
り
に
も
辛

か
っ
た
だ
ろ
う
と
改
め
て
感
じ
た
時
で

し
た
。
避
難
当
時
、
友
達
と
小
学
校

の
想
い
出
話
も
で
き
ず
、
中
山
町
の

話
を
聞
か
さ
れ
て
も
わ
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
、
一
番
の
心
の
傷
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
で
も
、
あ
り
が
た
い
こ

と
に
今
は
同
じ
中
学
校
野
球
部
を
卒

業
し
た
先
輩
に
大
会
な
ど
で
会
う
と

声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
も
な

り
、
こ
こ
で
の
３
年
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
だ
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

綾
は
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
ス
ポ
少
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
家
に
越
し
て
き
て
か
ら
一
人
部
屋

が
で
き
た
の
で
、
友
達
を
連
れ
て
き

て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、「
幾
世
橋
の
お
う
ち
み
た
い
」
と

言
い
ま
す
。
中
山
町
の
方
か
ら
助
け

て
い
た
だ
い
て
、
何
の
不
便
不
安
も

な
く
学
校
生
活
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
が
一
番
安
心
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
ね
。

私
は
今
、
綾
の
通
う
小
学
校
で
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
本
一
冊
で
も
伝
え
ら
れ
る

こ
と
は
大
き
く
、
本
で
自
分
の
思
っ

て
い
る
こ
と
、
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
浪
江
で
も
こ
う
し

た
活
動
を
し
た
か
っ
た
で
す
ね
。
い

ろ
い
ろ
な
出
会
い
や
経
験
が
あ
る
こ

と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
で
も
年
１
回
開
催
し
て
い

る
幾
世
橋
小
「
再
会
の
集
い
」
は
、

震
災
当
時
に
在
学
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
皆
を
卒
業
さ
せ
た
い
と
い
う
先

生
と
親
の
想
い
が
一
緒
に
な
り
、
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
て
、
協
力
し

て
く
だ
さ
る
す
べ
て
の
先
生
方
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

10
月
に
行
わ
れ
た
町
長
杯
（
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
で
は
、「
き
よ

は
し
」
が
優
勝
し
ま
し
た
！
こ
の

チ
ー
ム
に
戻
る
と
、
浪
江
で
生
ま
れ

育
っ
た
自
分
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
こ
う
し
て
時
間
も
過
ぎ

る
と
、
穏
や
か
に
生
活
で
き
て
は
い

ま
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
浪
江
町
民
だ
と
い
う
こ
と
は
忘

れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
無
く
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
で
は
な
か
な

か
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す

が
、
ど
ん
な
状
況
で
も
そ
の
気
持
ち

が
あ
る
か
ら
頑
張
っ
て
い
け
る
と
い

う
の
は
皆
さ
ん
同
じ
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

今
は
、
浪
江
や
福
島
に
戻
る
こ
と

を
考
え
る
こ
と
は
留
め
て
お
き
ま

す
。
の
び
の
び
や
り
た
い
こ
と
を
思

い
っ
き
り
や
ら
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
山

形
で
、
子
ど
も
た
ち
が
納
得
す
る
ま

で
そ
ば
で
見
守
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

佐藤　博美さん（北幾世橋）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田
取材日：11月５日

子どもたちの成長を近くで見ることができる幸せ　
私が頑張ることができる原動力です

息子・翔くん、娘・綾ちゃんと共に山形県中山町で暮らす佐藤博美さん。夫・
勝文さんは、現在、福島県内に単身赴任中です。泣いて悩んで考えて、でも前に
進まなくてはいけない中、まず心にひとつの区切りがついたのが昨年３年目だっ
たそうです。この３年間で、翔くんは勝文さんの背を、綾ちゃんはおばあちゃん
の背を超えるくらいに成長しました。佐藤さんが、日々の中で子どもたちの成長
を見守り、家族を大切に思う気持ちが伝わってきました。

山形県
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浪
江
で
は
、
権
現
堂
の
東
邦
銀
行

の
向
か
い
で
公
文
式
の
学
習
塾
を
開

い
て
い
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
校
生

を
相
手
に
、
大
好
き
な
仕
事
で
し
た
。

3
月
11
日
、
次
女
と
二
人
で
近
く
の

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
で
買
い
物
を
し
て

い
た
ら
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
き
な
地
震
が
来
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
津
波
と
か
原
発
の
不
安

は
全
く
な
く
て
、
家
に
い
た
両
親
は

大
丈
夫
か
、
地
震
の
被
害
で
、
も
う

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し
は

で
き
な
い
の
だ
ろ
う
な
、
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
当
日
の
う

ち
に
家
族
の
無
事
は
確
認
で
き
ま
し

た
が
、
避
難
所
で
父
の
体
調
が
悪
く

な
り
、
薬
の
入
手
も
大
変
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
少
な
く
と
も
薬
が

手
に
入
る
と
こ
ろ
へ
、
そ
し
て
子
ど

も
達
を
放
射
能
の
被
害
か
ら
守
り
た

い
と
の
思
い
で
、
姉
が
嫁
い
で
い
た

宮
崎
へ
と
避
難
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
吹
雪
の
中
を
出
て
、
３
月
19
日
、

東
京
駅
に
着
い
た
時
は
、
着
の
身
着

の
ま
ま
。
柱
の
影
に
固
ま
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
は
何
も
尋
ね
ず
、
泣
き
も

し
な
く
て
…
、
そ
れ
が
余
計
に
心
配

で
し
た
。

公
文
の
生
徒
た
ち
に
は
震
災
直
後

に
電
話
を
し
ま
し
た
が
、
全
員
と
連

絡
が
取
れ
た
の
は
も
っ
と
後
で
す
。

し
ば
ら
く
は
、
公
文
の
青
い
看
板
を

見
る
の
も
嫌
で
し
た
。
10
年
間
心
血

を
注
い
で
、
人
と
人
と
の
信
頼
を
築

い
て
よ
う
や
く
で
き
て
き
た
こ
と
が

一
瞬
で
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
心
を

も
ぎ
取
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
し

た
。
震
災
か
ら
一
年
過
ぎ
た
こ
ろ
、

ご
縁
が
あ
っ
て
宮
崎
の
公
文
の
教
室

で
お
手
伝
い
に
入
り
ま
し
た
。
や
っ

て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
姿

に
、
ま
た
心
に
火
の
つ
い
た
感
じ
に

な
り
、
2
0
1
3
年
４
月
に
、
宮
崎

で
教
室
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

宮
崎
で
仕
事
も
見
つ
け
家
も
建
て

ま
し
た
が
、
浪
江
に
帰
り
た
い
と
い

う
想
い
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
先
日
は
、
昔
か
ら
の
友
達

が
訪
ね
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
こ

か
へ
観
光
案
内
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
結
局
、
ひ
た
す
ら
取
り

と
め
の
な
い
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

友
達
が
帰
る
と
き
、「
ま
た
来
る
ね
」

と
言
っ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
な
ん
だ

か
ま
た
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
も
環
境
が
大
き
く
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
、
こ
の
間
よ

く
頑
張
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
一
度
、
元
の
学
校
の
担
任
の
先

生
か
ら
電
話
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
時
は
、
子
ど
も
た
ち
は

電
話
口
で
ず
っ
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。

親
の
前
で
は
泣
け
な
い
ん
だ
な
、
と

も
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

は
、
震
災
に
遭
っ
た
か
ら
と
、
何
か

特
別
に
頑
張
る
と
か
い
い
子
に
な
る

こ
と
は
し
な
く
て
い
い
。
普
通
の
子

ど
も
の
暮
ら
し
を
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

宮
崎
の
よ
う
に
遠
く
に
来
て
し
ま

う
と
、
震
災
の
こ
と
が
話
題
に
な
る

こ
と
は
少
な
く
、
そ
れ
が
さ
み
し
い

と
感
じ
る
一
方
、
震
災
か
ら
離
れ
ら

れ
る
と
い
う
面
か
ら
、
ほ
っ
と
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
こ
の
子
達
が
巣

立
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
浪
江
に
帰
り

た
い
ね
」
と
、
主
人
と
話
し
て
い
ま

す
。

▲お母様（陽子さん）お父様（忠夫さん）啓子さん
　クーちゃん　お姉様（松田香さん）

佐藤さんご一家は、宮崎県宮崎市で三世代８名
+愛犬のクーちゃんと暮らしておられます。「浪
江のこころ通信～震災後３年間の記録～」を暗記
するほど毎日読んでおられるお父様をはじめ皆さ
んから、とてもこの紙面には収めきれない沢山の
想いを聞かせていただきました。

佐藤　啓子さん（棚塩）
取材者：特定非営利活動法人おおむた・わいわいまちづくりネットワーク　彌永
取材日：11月１日

浪江の皆さん、
私たちは九州で元気に過ごしていますよ

宮崎県
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